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 郡山市立高瀬中学校 

 令和４年１２月９日発行 

《第４０号》文責：校長 齋藤高志 

 

２日に本校を会場に高瀬小中コミュニティ・スクール
第３回学校運営協議会を開催しました。 
会では、運営協議会長の馬場様、小中学校長のあいさつ

に続き、小中学校の課題より、テーマごと３つのグループ
に分かれ、熟議を行いました。 
そのテーマは、 

１．これからの PTA活動のあり方について協議する班 
２．部活動改革について協議する班 
３．教員の働き方について協議する班 です。 

１【ＰＴＡ班】 
 小中学校ＰＴＡ活動の現状を説明し、これからの活動の
あり方について意見をいただきました。 

・中学校から、コロナ禍による活動の縮小→Ｒ２で各種委
員会の廃止→Ｒ３から組織改編→その後について情報
提供。 

・ＰＴＡ活動そのものが必要かどうか。現状は委員会活動
が行われていなくてもＰＴＡは動いている。ＰＴＡ役員
を含めて活動や組織を絞ることが必要なのではないか。 

・ＰＴＡ役員の選出方法についても考慮することが大切。 
２【部活動班】 
少子化を踏まえ、方針について説明の後、今後の部活動

の在り方について意見をいただきました。 
（1）入部選択制について 

・入部の希望がない子たちへの受け皿が必要。 
・受け皿の作成に運営協議会が協力できないか。 

（2）男女合同の体制について 
・すでに行っている高校がある。 

（3）部の存続について 
  ・単独でチームを組みたいが、合同となると、練習場 

所の確保が課題。 
・合同チームとなると出場できなくなる選手も出て 
くる。 

  ・存続についての枠組み作りは必要。 
３【働き方班】 
 中学校教職員の勤務状況について説明の後、委員の方々
からご意見をいただきました。 
 ・人を相手にする職業がゆえ、時間がかかる仕事もある 

のではないか。 
 ・長時間勤務への先生方の意識はどうか。 
 ・その学校の働き方に対する考え方を統一して、職員が 
  一丸となって取り組むことが重要。 
委員の皆様から貴重なご意見をいただくことができま

した。小中の現状と課題を踏まえた熟議によって提案され
たアイデアや提案を高瀬小中の教育活動の充実にいかし
ていきたいと考えます。 

学級 1 2 3 4 5 6

１の１ 国語 英語 家庭 家庭 理科 学活

２の１ 社会 国語 保体 英語 数学 学活

２の２ 国語 保体 理科 数学 社会 学活

３の１ 理科 英語 数学 社会 保体 学活

３の２ 数学 家庭 国語 英語 保体 学活

１の１ 英語 社会 美術 理科 保体 数学

２の１ 国語 保体 英語 数学 理科 道徳

２の２ 社会 技術 技術 英語 国語 数学

３の１ 国語 英語 保体 社会 技術 理科

３の２ 理科 数学 保体 美術 英語 社会

１の１ 国語 社会 数学 保体 英語

２の１ 理科 保体 数学 国語 社会

２の２ 国語 英語 保体 理科 数学

３の１ 社会 理科 英語 数学 音楽

３の２ 英語 社会 音楽 国語 理科

１の１ 英語 社会 国語 保体 音楽 数学

２の１ 数学 音楽 英語 理科 社会 保体

２の２ 理科 保体 社会 音楽 英語 道徳

３の１ 国語 理科 保体 数学 英語 道徳

３の２ 英語 数学 保体 社会 理科 道徳

１の１ 理科 保体 国語 数学 道徳 社会

２の１ 国語 技術 技術 英語 社会 理科

２の２ 英語 美術 国語 理科 保体 数学

３の１ 社会 数学 保体 美術 国語 家庭

３の２ 国語 理科 保体 数学 技術 社会

17日（土） □週休日 □須賀川市卓球協会選抜強化リーグ大会　須賀川アリーナ

18日（日） □週休日 □市内一斉No部活動デー

16日
（金）

B6+専門 □朝の打合せ
□生徒会専門委員会

給食 〇

部活 〇

15日
（木）

Ａ6 □高瀬小中ＣＳ第３回あいさつ運動（～23）

給食 〇

部活 〇

14日
（水）

B5 □校内研修会

校
内
研
修

給食 〇

部活 ×

13日
（火）

A6 □ＡＥＴ来校

給食 〇

部活 〇

来週（33週）の主な行事予定

曜日 主な内容

12日
（月）

B6

※図書室冬休み特別貸し出し（～16）
給食 〇

部活 〇

3日（土）に、田村公民館で第１２回田村町少年少女の主
張発表会が開催されました。この会には、田村町の小中学校
から、最優秀賞を受賞された皆さんが参加しました。 
 本校は、山口さんが最優秀賞をいただきました。おめでと
うございます。山口さんは「最後の選択肢を」の題で、在宅
医療について、自分の経験を通して、人生の最後をどのよう
に生きるのかを問いかける素晴らしい発表でした。 

した。 
本校では、様々なキャリア教育を通して、生徒の皆さんが

将来について考える環境づくりに努めてまいります。 

5日に、郡山ハローワーク就
職支援ナビゲーター、角田真一
様をお招きし、1、２学年合同
による職業講話が行いました。 
講話を通して、人はなぜ働く

のか？社会人になるために中
学生のうちからどんな準備が
必要なのか？について学びま
した。 
本校では、様々なキャリア教

育を通して、生徒の皆さんが将
来について考える環境づくり
に努めてまいります。 


